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全長6.3m 、横3m 、奥 行き4m 。合わ

せて938 本のパイプが中に 並んでい る。

12 月に行われるクリスマス礼拝



だい が く の た か ら ●●●●●●桃 山 学 院 大 学

チ
ャ
ペ
ル
（
聖
救
主
礼
拝
堂
）
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

本
学
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
は
、
開
学
三
〇
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
一
九
九
〇
年

一
二
月

、
登
美
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
に

建
設
さ
れ
た
チ

ャ
ペ
ル
（
聖
救
主
礼
拝
堂
）
に
設

置
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス

ー
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ン

ダ
ー
社
で
一
年
を
か
け
て
製
造
さ
れ
、
一
度
解

体
し
て
船
便
で
神
戸
港
ま
で
搬
送
、
そ
れ
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
た

。
同
社
の
日

本
第

一
号
の

パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
と
な
っ
た

。

そ
し
て

一
九
九
五
年
、
現
在
の
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ
の
大
学
移
転
と
と
も
に
パ
イ

プ
オ
ル

ガ
ン
も
移
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
イ

プ
オ
ル

ガ
ン
と
い

う
楽
器
は
建
造
物
に
値
し
、

一
度
設
置

さ
れ
れ
ば
め
っ
た
に
移
動
は
し

な
い

。
本
学
の
パ
イ

プ
オ
ル

ガ
ン
は
、
設
置
さ
れ

て
五
年
で

「
引
っ
越
し
」
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ペ
ル

（
聖
救
主
礼
拝
堂
）
で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し

、
「
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
大
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

活
動
全
般
を
推
進
し
、
大
学
の
発
展
の
た
め
に

努
力

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
「
キ
リ
ス

ト
教
精
神
に
基
づ
い
て
人
格
を
陶
冶
し

、
世
界
の
市
民
と
し
て

広
く
国
際
的
に
活
躍
し
う
る

人
材
を
養
成
」

す
る
た
め
の

学
内

諸
活
動
の

一
翼

を
担
っ
て
い
る

。「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
活
性
化
の
た
め
に
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
チ
ャ
ペ
ル

を
拠
点
と
し
て

、

礼
拝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

、
本
学
の
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
よ

る
演
奏
や
、
外

部
か
ら
演
奏

者
を
招

き
年
に
四
、
五
回
実
施
さ
れ
る
チ
ャ
ペ
ル
コ

ン
サ
ー
ト

、
学
生
が
自
由
に
参
加
で
き

る
パ
イ

プ
オ
ル

ガ
ン
講
習
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。

書
寸
―

に
荘
重
に
、
時
に
柔
ら
か
く
温
か
に
奏
で
ら
れ
る
パ
イ

プ
オ
ル

ガ
ン
の

調
べ
は

、
今

も
変
わ
ら
す
、
聴
く
者
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え

、
大

き
な
安
ら
ぎ
と
励
ま
し
を

も

た
ら
し
て
い
る
。
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巻
頭
言

創
立
五
〇
周
年
と
不
易

流
行
／
木
船
久
雄

心
の
時
代
、
心
の
教
育

飯
降
政
彦
1
0

座
談
会

学
校
法
人
会
計
基
準
の
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

－

私
立
大
学
の
説
明
責
任
及
ひ
経
営
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
え
る

奈
尾
光
浩
／
田
辺
和
秀
／
山
本
尚
明
／
片
山

覺
／
（
司
会
）西
野
芳
夫

16

《
座
談
会
特
別
寄
稿
》

学
校
法
人
会
計
基
準
の
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら

-
改
正
が
学
校
法
人
経
営
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
え
る

田
辺
和
秀
3
2

学
校
教
育
法
及
び
国
立
大
学
法
人
法
の
改
正
に
つ
い
て

白
井

俊
9
8

高
大
一
体
の
教
育
改
革
と
達
成
度
テ
ス
ト
を
巡
っ
て

-
私
立
大
学
の
立
場
か
ら

松
本
亮
三
1
0
8

特
集
「
生
活
の
場
」
か
ら
「
人
材
育
成
の
場
」
ま
で
-
進
化
す
る
「
寮
」
の
目
指
す
も
の

多
文
化
共
生
の
「
寮
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

-
A
P
ハ
ウ
ス
の
未
来
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）

今
村
正
治
3
8

引
き
継
が
れ
る
自
治
の
精
神

古
沢
希
代
子
4
4

国
際
学
生
寮
W
I
S
H

に
お
け
る
人
材
育
成

-
早
稲
田
大
学
中
野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
国
際
学
生
寮
で
の
事
例
か
ら

葛
山
康
典
5
0

多
世
代
と
の
絆
を
実
感
で
き
る
学
生
生
活

-
春
日
部
市
官
学
連
携
団
地
活
性
化
推
進
事
業

森
田
貴
実
香
5
6
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技 法水説画

民
間
経
嘗
の
学
生
寮
が
目
指
す
も
の
と
は

｜｜
学
生
寮
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
形

教
育
寮
「
チ
エ
ル
シ
l
ハ
ウ
ス」
の
始
ま
り
と
未
来

鴨
居
へ
の
露
み

福
岡
女
学
院
大
学
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

特別海膿

高一枝
は
舎

i！と
れ
守b
自
務
大
接
続
連
携
を
脅
え
る《
大

擁府錨事

大
阪
府
に
お
け
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
府
立
高
校
づ
く
り」
と
「
高
大
接
続」

学
び
の
創
造
「
探
究
ナ
ビ
」

探
究
的
学
習
に
お
い
て
求
め
た
い
高
大
連
携
の
あ
り
方

S

E

L

H

i

と
S

S

H

の
経
験
か
ら
考
え
る

S

G

H

校・
大
阪
府
教
育
委
員
会
と
の
高
大
連
携
と
入
試
改
革

11
国
際
化
に
重
点
を
置
く
大
学
と
し
て

す
い
そ
う

仏
教
思
想
と
人
材
育
成

私
の

授業
糞

麓l｜教育
現
場
の
最
前
線
か
ら

学
生
に
学
ぶ
講
義
運
営

学
生
の 。
気
づ
き。
を
引
き
出
す

わ
が
大
学
史
の一
場

面！i
臼
本
の

近代
化
と
大
学
の
歴
史

私
学
と
し
て
の
再
出
発
と
大
学
関
学

金
丸
圭
介

山
本

繁

細
川
博
文

柴

浩
司

坂
井
啓
祐

原
田
恵
子

林

伸
一

尾
木
義
久

古
河
良
陪

橘

隆

井
上
寿
一

／／
桑
尾
光
太
郎

描

盟校
の

幸福度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
ド
ラ
マ・
眼
商
白

ケ地盤郡

大
学
が
ド
ラ
マ
・
映
画
の
ロ
ケ
地
と
な
る
理
由
・
文
教
大
学

学
外
者
か
ら
見
て、
魅
力
の
あ
る
大
学
を
目
指
す
・
実
践
女
子
大
学

大
学
の
撮
影
利
用
と
広
報
施
策
へ
の
活
用
・
東
洋
学
園
大
学

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
つ・
い・
つ・
い
代
表
取
締
役

遠
藤
貴
子
さ
ん
に
開
く

新
会
員
托

義者

紹介

宮
城
学
院
／
根
津
育
英
会
武
蔵
学
園
／
清
泉
女
子
大
学

新
学
畏
紹
介

仙
台
白
百
合
大
学

大
学
点
描

名
古
屋
学
院

大
学

吋
工m
m
hF
C
3
c
m
c
z一
〈m
3
m
司
》
吋一
切

だ
い
が
く
の
た
か
5

桃
山
学
院
大
学

連
盟
ニ
ュ
ー

ス
川

凶

編
集
後
記

附

小
林
真
詩

奥
島
尚
樹

相
川
徹
人

（
聞
き
手）
山
岡
三
子

〈
カ
ノ
卜〉

熊火口
有
子
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執筆・出席者等紹介

（掲載順）

木船
久雄
きぶねひさお

名
古
屋
学
院
大
学
学
長
。
早
稲
田
大
学

大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
。
国
際
貿

易
論
を
専
攻
。
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
、
経
済
学
部

長
等
を
経
て
、
'
1
1
よ
り
現
職
。

飯降
政彦いぶりまさひこ

天
理
大
学
学
長
。
'
6
6
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
卒
。
'
9
1
天
理
教
海
外
部
長
、
学
校
法
人
天
理
大

学
理
事
。
'
9
8
宗
教
法
人
天
理
教
代
表
役
員
、
'
0
5
社
会

福
祉
法
人
天
理
総
裁
。
'
1
0
よ
り
現
職
。

奈尾
光
浩なおみつひろ

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
パ
ー
ト

ナ
ー
。
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
。
'
1
0
日
本
公
認
会
計

士
協
会
学
校
法
人
委
員
会
委
員
長
（
7
月
末
ま
で
）
。

共
著
『
会
計
処
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
他
。

田
辺
和秀
たなべまさひで

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補

助
金
課
長
。
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
経
営
支
援
室

室
長
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
参
事
官
付

専
門
官
を
経
て
、
'
1
4
よ
り
現
職
。

山
本尚明
やまもとなおあき

慶
應
義
塾
塾
監
局
経
理
部
部
長
。
'
7
8
慶

應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
。
慶
應
義
塾
に
入
職

後
、
'
9
4
経
理
課
長
、
'
0
4
慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
高
等
部
）
事
務
長
等
を
経
て
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

片
山
覺かたや
まさとる

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
。
'
7
2
早
稲
田
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
委
員
、
本
連
盟
財
政
政
策

委
員
会
委
員
長
等
歴
任
。
共
著
『
入
門
会
計
学
』
他
。

西野
芳夫に
しのよしお

関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
本
連
盟
経

営
委
員
会
委
員
長
。
'
6
8
中
央
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
。
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
、

常
務
理
事
歴
任
。
主
著
『
入
門
複
式
簿
記
』
他
。

今
村
正
治いまむら
まさはる

立
命
館
ア

ジ
ア
太
平

洋
大
学
副

学
長

・

学
校
法
人
立
命
館
常
務

理
事
。
'
8
1
立
命
館
大

学
文

学

部
卒
。
'
1
4
よ
り

現
職
。
共

著
『
多
文
化

社
会
へ
の
道
』
。

古
沢
希
代
子
ふ
るさ
わ
きよこ

東
京
女
子

大
学
現
代
教
養

学
部
教
授
、

学
生
委
員
長
。
専
門
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発

。
共

著

「
C
o
n
f
r
o
n
t
i
n
g
L
a
n
d
a
n
d
P
r
o
p
e
r
t
y
P
r
o
b
l
e
m
s

f
o
r
P
e
a
c
e

」

他

。

葛山
康典かつらやまやすのり

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
教
授
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）
。
'
0
7
学
生
部
副
部
長
、
'
1
0
レ
ジ
デ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
、
現
在
に
至
る
。

森
田
貴
実香もりたきみか

春
日
部
市
総
合
政
策
部
政
策
課
政
策

推
進
担
当
（
か
す
か
べ
未
来
研
究
所
）。

金
丸圭介かなまるけいすけ

㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
企
画
部
部

長
。

山
本
繁
やまも
としげる
N
P
O

法
人
N
E
W
V
E
R
Y

理
事

長
・
日
本
中
退
予
防
研
究
所
所
長
。
'
0
2
慶
應
義
塾
大

学
卒
。
中
央
教
育
審
議
会
臨
時
委
員
。
主
著
『
つ
ま

ず
か
な
い
大
学
選
び
の
ル
ー
ル
』
他
。

古
河良皓ふるかわりょうこう

立
正
大
学
学
園
理
事
長
。
立
正
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
仏
教
学
専

攻
。
'
8
0
日
蓮
宗
常
圓
寺
住
職
。
'
0
5
学
校
法
人
立
正
大

学
学
園
評
議
員
就
任
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

柴
浩司
しばつ
か
さ

大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
振
興

室
高
等
学
校
課
首
席
指
導
主
事
。
'
8
5
京
都
工
芸
繊
維

大

学
工
芸

学
部
卒
。
'
8
5
府
立
清
友
高
等
学
校
教

諭
。
'
0
6
よ
り
教
育
委
員
会
事
務
局
に
従
事
。

坂
井啓祐
さかいけいすけ

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
等
学
校

長
。
'
8
0
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
卒
。

原田
恵子
はらだけいこ

大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
校
長
。
'
1
2
放

送
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
'
7
7
大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭
、
'
1
0
大
阪
府
教
育

セ
ン
タ
ー
教
育
企
画
部
長
等
を
経
て
現
職
。

林伸一
はやししんいち

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
校
長
。
'
7
8
関

西
学
院
大
学
文
学
部
卒
。
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務

局
高
等
学
校
課
参
事
等
を
経
て
現
職
。

尾木
義
久おぎよしひさ

関
西
学
院
大
学
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
支
援
担
当
（
特
命
）。
'
8
8
関
西
学
院

大
学
法
学
部
卒
。
'
9
3
同
学
院
入
職
後
、
学
長
室
学
部

等
設
置
担
当
な
ど
を
経
て
、
'
1
3
よ
り
現
職
。

白井
俊し
らいしゅん

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課

長
補
佐
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
修
了
。
法
学
修
士
。
徳
島
県
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
長
等
を
経
て
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

松
本
亮三
まつもとりょうぞう

東
海
大
学
観
光
学
部
長
。
本
連
盟
教

育
研
究
委
員
会
委
員
長
。
'
7
7
東
京
大
学
大
学
院
社
会

学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
門
は
観
光
人
類
学
、

文
明
学
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
史
学
。

橘隆一
たち
ばなりゅういち

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科
学
部
准

教
授
。
'
0
4
東
京
農
業
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
了
。

博
士
（
林
学
）
。
長
岡
技
術
科
学
大
学
環
境
・
建
設

系
研
究
員
等
を
経
て
現
職
。

細川博文ほそかわひろふみ

福
岡
女
学
院
大
学
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
部

教
授
。
'
0
8
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
応
用
言
語
学
専
攻
。
'
1
4
よ

り
国
際
キ
ャ
リ
ア
学
部
学
部
長
。

井上
寿一
いのうえとしかず

学
習
院
大
学
学
長
。
一
橋
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
法
学
博
士
。

学
習
院
大
学
法
学
部
長
等
を
経
て
、
'
1
4
よ
り
現
職
。

主
著
「
戦
前
昭
和
の
国
家
構
想
」
他
。

桑
尾
光太郎
くわおこうたろう

学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
職
員
。
学
習

院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
。
日
本
近
現
代
史
専
攻
。
『
学
習
院
大

学
五
十
年
史
』
編
纂
を
担
当
し
、
'
1
1
よ
り
現
職
。

小
林真詩こばやしまさし

文
教
大
学
学
園
法
人
事
務
局
広
報
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
室
課
長
。
'
8
9
文
教
大
学
教
育
学
部
卒
。

奥
島
尚
樹
おくし
まなおき

実
践
女
子
学

園
総
合
企
画
部
部
長

（
地

域

連
携
室

室
長
）
。
'
8
4
東
京

理
科

大
学
工
学

部
Ⅱ

部

（
経

営
工

学
科
）
卒
。
実

践
女
子

大
学
事
務
次
長
、

実

践
女
子

大
学
事
務
部
長
を

経
て
現
職
。

相川
徹人
あいかわてつひと

東
洋
学
園
大
学
広
報
室
部
長
。
'
8
5
成
城

大
学
経
済
学
部
卒
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
攻
。

遠
藤
貴子
えんどうたかこ

株
式
会
社
つ
・
い
・
つ
・
い
代
表
取
締

役
。
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
卒
。
卒
業
後
は
銀

行
、
不
動
産
会
社
等
を
経
て
、
'
0
8
に
同
社
を
起
業
。

現
在
は
海
外
へ
も
輸
出
し
て
い
る
。

山岡三
子
やまおかみつこ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
二
一
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉 本欄は、お書 きい ただいた 〈資料〉 から、で きる限 り統一 し、掲載い たし ました。



大学点描

LOOK

FORWARD
NAGOYA GAKUIN 
UNIVERSITY 未 来 をともに進もう。

2014 年 創立50 周年

名古屋学院大学



立

50 周年
他者に優しくあれ、それが自らの人格陶冶と人類の平和や福祉をもたらす。

1968 1980

1966 年に新たに商学科を開設し、1968 年より全 学を瀬戸学舎に移転。またアラスカ・メソジスト大学（AMU ）、

アラスカ州立大学などとの国際交流も順調に進み、1980 年には外国語教育研究センターや情報処理センターを

開設するなど開学以来重視してきた外国語教育や情報教育に力を注ぎました。

2007

大学の前身である愛知英語学校創立から数えて120 年となる2007 年、名古屋学院誕生の地である名古屋市中心部

に新キャンパスを開設し、瀬戸キャンパスとともに名古屋学院大学の新たな歴史が始まりました。

瀬 戸 キ ャン パ ス 体 育 館 リニ ュ ー ア ル

大規模な施工により、授業等教育の場ではもちろん、これまで以上

に地域・社会貢献の拠点としても活用。

50 周 年 記 念 棟 「 希 館 」建 設 中

学生支援の拠点となる教育学習センター・学生支援センター等を

集約した新棟を建設。（名古屋キャンパス内2015 年1月完成予定）

瀬戸学舎への

全学移転

L ・L

（Language Laboratory）

授 業 の 開 始

名古屋キャンパス

開設



2014 年 大 学 創
建学の精神「敬神愛人」～Awe to God,Love to Humankind ～

神をあおぎ謙虚に隣人を愛せよ 学ぶものも教えるものも謙虚であれ、

1887 1964

名 古 屋学 院 大学 の歴 史は、アメリカ人 宣 教師フレデリック・C・クライン博士 が1887 年 に創 立した愛 知 県初 のキリスト教

主 義 学 校 の 私 立 愛 知 英 語 学 校 に端 を 発します。その 後 、名 古 屋 中 学 校 、名 古 屋 学 院 高 等 学 校 へと発 展 を遂 げ 、1964

年 に名 古 屋学 院 大学 が 経済 学 部 経済 学 科の 単 科大 学として誕 生しました。クライン 博士 の 掲げた 建学 の 精神

「敬 神 愛 人 」は 今もしっかりと息 づい ています。

1983 1989

開学20 周 年 記 念としてキリスト教主 義 大学 の 象徴 であ るチャペ ルを 献堂 。1989 年 には、クライン 博士 によりキリスト教

の伝道 と英 語教 育を目的に 開設された愛 知 英 語学 校の伝 統をさらに具 現し、中 部圈 における地域 社 会の国 際 化 への

貢 献も視 野 に外 国語 学 部と留 学 生別 科を 開設 。これ以 降6 学 部10 学 科を擁 す大学 へと発展 、大 学院 を設 置するなど

教育・研究 体 制 の充 実 をはか ってきました。

2014

2014 年大学創 立50 周年をむかえ、これまで築いてきた伝統を受け継ぎながら次代へ向かってより充 実した教育

環境を整備。2013 年法学部を開設、2015年4 月には「現代社会学部」「国際文化学部」「こどもスポーツ教育学科

（スポーツ健康学部）※」の新たな学びのフィールドが誕 生予定です。 ※設置認可申請中

受け継がれる

創立者クライン博士の志
大学開学

瀬戸キャンパス

チャペル献堂

創立25周年

外国語学部開設

大学創立50周年



チャレンジできる大 学

育 む
真 の

国際人の育成

豊富な国際交流と留学機会

世界82 大学と協定

i-roungeでのキャンパス内国際交流

拓 く

未来の

可能性の開拓

充実したキャリア教育や資格講座

入学直後からの積み上けて大学生活の

活動をすへてキャリアにつなける

磨 く
自ら学ぶ力の

向上

多彩な能動的・実践的学ひ

カフェ＆ベーカリー「M11ePost（マイルポスト）」の運営、

学生支援センター「S－Platz」被災地支援ボランティアなと

講義て得た知識を活用するアクティフラーニンクの実践

独自のネットワーク（CCS ）による多面 的なサポートを実現 。

自分 の可能 性 に気 づき歩 み 出す学 生 に力を添 えています。

文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学COC 事業）」に採択
20H 年度から開始された「地（知 ）の拠・yl整備事業」に選定され、その象徴として

立ち上け たのか「プロジェクト＆N（ アントエヌ）」てす。大学のある名 古屋 市

和戸市と連携して［地域商業 且歴史 観光］「減災福祉」の3 つ のアプローチて。y

恪 教職 貝一 丸となって地 域を盛り上けます。学生は地 域 について学ひ、

積極的 に活 動 することて人 間的に成長し、地域 には盾力 か生まれる、そんな

魅力的な事業を今後さらに展開していきます。

名古屋学院大学
http//www.ngu.jp/

名 古屋 キャンパス

白鳥学舎〒456-8612名古屋市熱田区熱田西町1番25号

日比野学舎〒456-0062名古屋市熱田区大宝三丁目1番17号

瀬戸 キャンパス

〒480－1298 愛知県瀬戸市上品野町1350
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創

立

五

〇

周

年

と

不

易

流

行

木

船

久

雄
・
名
古
屋
学
院
大
学
学
長

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
一
九
六
〇

年
代
に
大
学
拠
点
を
郊
外
に
移
し
な
が
ら
、
七
年
前

に
都
心
に
回
帰
。
船
出
は
単
科
大
学
で
あ
っ
た
が
、

今
で
は
六
学
部
一
〇
学
科
を
擁
し
、
来
年
は
さ
ら
に

二
学
部
が
加
わ
る
。
こ
れ
を
機
に
「
中
長
期
計
画
」

を
策
定
し
、
教
育
改
革
や
組
織
改
革
に
邁
進
す
る
。

大
学
に
限
ら
ず
持
続
可
能
な
組
織
と
は
、
変
化
を
い

と
わ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
変
え
て
は
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
建
学
の
精
神
や
学
則
第
一
条

に
う
た
わ
れ
る
教
育
目
的
だ
。
と
り
わ
け
私
立
大
学

は
、
そ
の
理
念
や
目
的
に
示
さ
れ
た
志
の
た
め
に
存

立
す
る
の
だ
と
思
う
。



心
の
時
代
、
心
の
教
育

飯
降

政
彦
・
天
理
大
学
学
長

一

心
の
背
景
に
あ
る
宗
教

今
の
時
代
は
、「
宗
教
」
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。

一
般
的
に
、
二
〇
世
紀
は
〝
モ
ノ
の
時
代
〟
二
一
世
紀

は
〝
心
の
時
代
〟
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

近
代
以
降
の
科
学
技
術
の
す
さ
ま
じ
い
発
展
の
成
果
と
は

裏
腹
に
、
人
類
は
環
境
汚
染
、
温
暖
化
、
自
然
災
害
な
ど
の

地
球
規
模
の
危
機
、
さ
ら
に
は
国
家
や
地
域
、
民
族
や
宗
教

の
間
で
の
争
い
、
テ
ロ
の
横
行
な
ど
、
人
間
相
互
の
関
係
に

お
け
る
不
信
の
増
大
が
加
速
し
て
い
る
。
モ
ノ
・
カ
ネ
が
人

間
の
、
人
類
の
幸
せ
を
も
た
ら
す
絶
対
の
も
の
と
い
う
考
え

が
一
般
的
で
あ
り
、
と
り
わ
け
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、

そ
の
モ
ノ
・
カ
ネ
の
充
足
を
求
め
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
時
代
を

生
き
て
き
た
。
し
か
し
今
や
、
モ
ノ
・
カ
ネ
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
と
信
じ
て
き
た
幸
福
感
が
根
底
か
ら
大
き
く
覆
さ

れ
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
で
は
決
し
て
真
の
平
和
に
は
到

達
し
な
い
と
い
う
確
信
が
強
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
今
世
紀
の
テ
ー
マ
は
〝
心
〟
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
徐
々
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
求
め

ら
れ
る
の
は
物
質
的
な
豊
か
さ
で
は
な
く
、
精
神
的
な
豊
か

さ
で
あ
る
こ
と
に
多
く
の
人
々
が
気
づ
き
始
め
て
い
る
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
一
層
「
共

生
」
や
「
協
調
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
、
過
去
の
闘

争
の
歴
史
と
決
別
し
、
お
互
い
の
立
場
や
も
の
の
考
え
方
を

理
解
し
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
人
類
が
生
き
て
き
た
ど
の
時
代
よ
り
も
、

平
和
と
い
う
言
葉
が
声
高
に
叫
ば
れ
、
そ
れ
を
模
索
す
る
会

議
や
集
会
が
世
界
中
で
開
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
努
力
と
は
裏
腹
に
、
そ
れ
を
突

き
詰
め
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
こ
の
地
球
上
で
人
間
相
互
が

協
調
し
、
自
然
環
境
も
含
め
た
共
生
を
成
就
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
和
と
い
う

言
葉
を
叫
べ
ば
叫
ぶ
ほ
ど
、
皮
肉
に
も
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い

く
現
実
が
あ
る
。



平
和
を
求
め
る
歩
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
人
間
の
行
動
の
基
と
な
る
も
の
、
考
え
方
の
根

底
に
あ
る
も
の
を
謙
虚
に
探
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
背
景
を
求
め
て
い
け
ば
、
例
外
な
く
宗
教

に
行
き
当
た
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
心
の
時
代
を
織
り
成
す
重

要
な
糸
は
、
宗
教
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二

豊

か

さ

を

推

し

量

る

も
の

モ

ノ
・

カ
ネ
が
あ

ふ
れ
る
状
況

に
な
り
、
物
質

的
に

何
の

不
自

由
も

な
い
環
境

が
整

っ
た
と
し

て
も
、
そ

れ

が
イ
コ

ー

ル
心

の
充
足

を
も
た
ら

す
も
の
で

は
な

い
と

い
う
こ
と

を
、

特

に
わ

れ
わ
れ
日
本
人

は
、
戦
後

の
経
済
成
長

を
経
て
今

日

に
至

る
時
代

の
実
体
験

か
ら
学

び
つ
つ
あ

る
。
四

苦
八
苦

し

て
金

銭

や
物
質

の
山
を

築
き
上

げ
て
も
、
一
瞬

つ
か
み
得

た

か

の
よ
う

に
思
え

た
満
足

感
は
、
次

な
る
欲
求

を
誘
発
し

、

さ
ら
に
大

き
な
モ
ノ
・

カ
ネ
の
山

を
追

い
求

め
る
。
物
質

文

明

を
支
え

る
基
盤
は
、
ま

さ
に
人
間

の
欲
求

を
際
限
な

く
膨

ら
ま
せ

て

い
く
歩
み
で

あ
っ
た
と
言

っ
て
も
過

言
で
は

な
い

だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
こ

れ
か
ら
社

会
の
開
発

が
進
み

、
生

活

水
準

が
勢
い
よ
く
上
昇

し
て

い
く
国
や
地
域

に
お

い
て
も
、

日

本
を
は
じ

め
と
す

る
先

進
地
域

の
人
間

が
経

験
し
た
歴

史

を

繰
り
返
し

て
い
く
こ
と

で
あ

ろ
う

。

反

復
す

る
が
、
心

の
充
足

が
な
け

れ

ば
、
真

の
平

和
と

安

寧
を
実
感
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
モ
ノ
・
カ
ネ
で
は

つ
か
み
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
証
明
す
る
の
が
、
ま

さ
に
現
在
の
日
本
の
有
り
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
心
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。
そ

の
心
を
扱
う
の
が
宗
教
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
の
充
足

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
宗
教
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
無
視
し
て
、

人
類
の
真
の
幸
福
、
真
の
平
和
は
語
り
得
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
実
際
に
、
人
類
の
ど
の
文
明
、
ど
の
文
化
に
お
い

て
も
、
そ
の
底
流
に
は
宗
教
、
ま
た
は
宗
教
性
が
あ
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

自
分
自
身
の
文
化
の
背
景
に
あ
る
宗
教
を
学
び
、
知
識
を

も
ち
、
理
解
を
す
る
こ
と
は
、
他
の
文
化
や
価
値
観
を
理
解

し
、
尊
重
し
て
い
く
第
一
歩
と
な
る
。
昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
イ
ン

ド
」
は
、
そ
の
積
み
重
ね
の
上
に
で
き
あ
か
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

お
い
て
は
、
何
ご
と
も
宗
教
を
抜
き
に
し
て
は
語
り
得
な
い
。

三

宗
教
間
対
話
の
取
り
組
み

そ
の
よ
う
な
中
で
宗
教
界
で
は
、
人
類
の
歴
史
に
お
い
て

幾
多
の
戦
争
の
背
景
を
な
し
て
き
た
の
が
宗
教
間
の
対
立
で

あ
っ
た
こ
と
の
反
省
に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
、
場
面
で
の

宗
教
間
対
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。



そ
れ
ら
の
対
話
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
在
家
団
体
・
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
主
催
に

よ
る
「
諸
宗
教
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
主
要
都
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八
七
年
よ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
仏
教
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
と
と
も
に
、
本
学
の
創
設
母
体
で
あ
る
天

理
教
か
ら
も
代
表
団
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年

よ
り
、
「
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
」
の
世
界
大
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、
こ
こ
に
も
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
団
体
の
代

表
が
参
加
し
て
い
る
が
、
京
都
に
お
い
て
も
過
去
二
回
、
世

界
平
和
を
念
頭
に
お
い
て
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

私
は
、
前
職
の
天
理
教
代
表
役
員
の
立
場
を
含
め
て
過
去

に
数
回
、
こ
の
「
集
い
」
、
そ
し
て
「
会
議
」
に
参
加
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
が
絶
対
で
あ
り
、
他
を
受
け
入
れ
る
余
地

が
な
い
と
主
張
し
続
け
て
き
た
多
く
の
教
団
・
宗
派
の
代
表

が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
た
め
に
テ
ー
マ
を

決
め
て
対
話
を
行
う
こ
と
自
体
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
し

か
し
現
実
は
、
相
互
理
解
と
真
の
協
調
に
至
る
道
の
り
は
果

て
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
き
に
会
場
に
お
い
て
、
過
去
に

大
き
く
対
立
し
、
今
な
お
両
者
が
緊
張
関
係
に
あ
る
宗
教
の

代
表
者
同
士
が
激
し
く
論
じ
合
い
、
一
触
即
発
の
緊
張
が
会

場
を
支
配
す
る
場
面
に
も
遭
遇
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
地

道
な
努
力

の
積
み
重

ね
が
、

や
が
て
は
世
界

の
平

和

、
全
人

類
が
お
互

い
を
理
解
し

、
助
け

合
う
日
に

つ
な

が
る
と

の
主

催

者

の
信

念
に
賛
同
し

、
ま
た

そ
の
努
力

に
敬
意
を

表
す
る

宗

教
家

、
研

究
者

が
こ

の
祈
り

と
対
話

の
集

会
を

続
け
て

い

る
。天

理
大

学
学
長
と
し

て
参
加
し

た
二
〇

一
〇
年

の
バ
ル
セ

ロ
ナ
に

お
け
る
「
集

い
」
に

お
い
て
、
私

に
与
え

ら
れ
た
テ

ー
マ

は
「
人
間

と
し

て

生
き

る
こ

と
の

価
値
」
、
そ

も

そ
も

人

間
は

何
の
た
め

に
存
在
し
て

い
る
の

か
と

い
う
こ

と
で
あ

っ
た
。

そ
の
際
、
私

は
「
天
理

教
の
教
え

に
お

い
て
、
人
間

の
存
在

す
る
目
的
は
人

間
を
創

造
し
た

親
な
る
神

の
思

い
と

し
て
明
示

さ
れ
て

い
る
。
教
祖

中
山
み
き

が
説

い
た
天

理
教

の
創
世
記

に
は
、

親
神
様
は
人

間
を
造
り

、
そ
の
陽

気
ぐ
ら

し
を
す

る
の
を
見

て
、
共
に
楽

し
も
う
と
思

い
つ

か
れ
た
と

あ
り

、
陽
気
ぐ
ら
し

と
は
、
人

間

が
神

の
恵
み
を
受

け
、
そ

れ
に
喜

び
感
謝
し

つ
つ
、
等
し

く
神
の
子

、
兄
弟
姉

妹
と
し

て
助
け

合
い
な

が
ら
生
き

る
世

界
で
あ

る
。
こ
の
陽

気
ぐ
ら

し
の
実

現
に
向
か

っ
て
進
む

道
こ
そ

が
、
神
す
な

わ
ち
人
類

の
親

か
ら
与
え
ら

れ
た
命
題

で
あ
り
、
私

た
ち
人
間

の
生
き

る
目
的

で
あ
る
と

信
じ
て

い
る
」
と

い
う

趣
旨

の
ス
ピ

ー
チ

を
行

っ
た
。

ま

た
、
そ
の
前
年

の

ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ク
ラ

ク
フ
に
お
け

る

「
集

い
」
で
私
に
与
え

ら

れ
た
テ

ー
マ
は
「
信
仰

と
科
学
」



で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
、「
近
代
以
降
発
達
し
て
き
た
科

学
文
明
は
、
人
間
が
陽
気
ぐ
ら
し
を
す
る
た
め
に
神
か
ら
与

え
ら
れ
た
知
恵
、
文
字
を
駆
使
し
て
、
人
間
が
己
の
心
を
現

実
の
世
の
中
に
表
そ
う
と
し
て
き
た
軌
跡
で
あ
る
が
、
本
来

は
人
間
を
創
造
さ
れ
た
神
の
思
い
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た

は
ず
の
心
を
、
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
の
中
で
自
分

の
身
体
と
い
う
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
心
の
自
由
を
用
い
る
う

ち
に
、
我
が
身
思
案
を
先
に
立
て
て
、
自
己
中
心
的
に
こ
れ

を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
神
の
守
護
を
受
け
る
感
性
を
曇
ら

し
、
や
が
て
は
我
と
我
が
身
、
そ
し
て
国
や
地
域
、
地
球
規

模
の
苦
悩
を
招
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
た
。

真
の
平
和
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
〝陽
気
ぐ
ら
し〟

と

い
う
人
間
存
在
の
根
本
目
的
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
そ
の
実

現
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
の
で
き
る
心
を
磨
く
こ
と
、
人
間

性
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
精
神
を
世

界
に
伝
え
広
め
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た
の
が

天
理
大
学
の
前
身
、
天
理
外
国
語
学
校
で
あ
り
、
そ
の
建
学

の
精
神
は
現
在
に
至
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
建
学
の
基
に
あ
る
も
の
を
学

び
、
身
に
つ
け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
己
を
知
り
、
他
の
文

化
、
価
値
観
、
そ
し
て
異
な
る
宗
教
や
思
想
を
研
究
し
、
理

解
し
て
い
く
こ
と
を
非
常
に
重
要
な
教
育
の
要
素
と
し
て
き

た
。
そ

の
う
え
で

、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面

を
求

め
て
の
「
対
話
」

を
推

進
し

て

い
る
。

本
学

の
協
定
校
で

あ
る
ド
イ

ツ
の
フ
リ

ッ
プ
ス
大

学
マ

ー

ル

ブ
ル

ク
と
は
、
二

〇
〇
六
年
と
二

〇
一
〇

年
の
過
去
二

回
、

会
場
を
天

理
、

マ
ー
ル

ブ
ル

ク
と

交
互
に

移
し
な

が
ら
、
お

互

い
の
宗

教
を
、
ま

た
は
宗
教

を
背
景
と
し

た
思
想

や
文

化

を
テ

ー
マ
に
共
同
研

究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
た

。
本
学

か
ら
は
宗

教
学
科

の
教
授
陣
を
中

心
に
発

題
を
行

い
、
双

方

の
考
え

方
を
共
同
声
明

に
ま
と

め
あ
げ
、

東
西

の
価
値

観
の

理
解

に
資
す
る
成
果

を
世
に
発
し

て

い
る
。
本
年
九
月

に
も

マ

ー
ル

ブ
ル

ク

に
お

い
て
第

三

回

目

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を

「
宗
教

と
文
化
の

マ
テ
リ
ア
リ

テ
ィ
」
と

い
う
研
究
テ

ー
マ

に
沿

っ
て
開
催
予
定

で
あ
る
。
こ

こ
で
は

、
世
界
の
諸

宗
教

に
お
け

る
図
像
や
建

築
な
ど
、
宗

教
や
文
化

の
事
物
と

そ
の

意
味
を
再

検
討
し

、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
新

た
な
宗

教
理
解

へ
の
地
平

を
開
く
こ

と
を
期
し
て

い
る
。

ま
た

、
一
九
九
八

年
と
二
〇
〇
二

年
に

は
、
本
学
と

ロ

ー

マ
教
皇

グ
レ
ゴ
リ

ア
ン
大
学
を
軸

に
、
教
育

や
家
族

、
そ
し

て
宗
教

を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
対
話

・
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た
。
こ

ち
ら
も
第
三

回
目
を
二

〇
一
六
年

に
ロ

ー
マ
に
お

い
て
開

催
す

べ
く
準

備
を
進

め
て
い

る
。

お
互

い
が
相
手

の
心
の
背
景

を
な
す
も

の
に
近

づ
き
、
学

び
、
理

解
を
深
め

た
う
え
で
、
人

類
の
平
和

に
資
す

る
た
め



の
協
調
を
模
索
す
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
道
に
で
は

あ
る
が
着
実
に
成
果
を
重
ね
て
い
る
。

四

天

理

大

学

に

お

け

る

三

つ

の

柱

天
理
大

学
は
一

九
二

五
年

、
天

理
教

の
海
外
布
教

師
養
成

を
目
的

に
、
天
理
外

国
語
学
校

と
し
て
設

立
さ

れ
た

。
爾

来

、

本
学
に

お
け

る
八

九
年
の
歴
史

の
中
に

は
、
海
外
雄
飛

に
必

要
な
語

学
等
の
専

門
知
識
を
習

得
す

る
環

境

が
整
え

ら
れ
て

い
る
と

い
う
当
た
り

前
の
あ
り

方
を
追

究
し
て

い
る
が
、
そ

の
底
流

に
お

い
て

は
、
当
然

の
こ

と
な

が
ら
「
宗
教
性

」
と

い
う
一

本
の
柱
を
通
し

て
き
た

。
宗
教
文
化

都
市
天
理

の
雰

囲
気
に
包

ま
れ
た

本
学
は
、
宗

教
的
情
操

を
養
う
心

の
教
育

を
大
切

に
し
て
き
た

が
、
こ

の
「
宗
教
性

」
と

い
う
柱

に
よ

っ
て
、
第

一
に
学
生

た
ち
に
強
調

し
て

き
た
こ
と
は

、
お
互

い
の
心
を

大
切
に
し

よ
う
、
志

を
高
く
も
と

う
と

い
う
こ

と

で
あ

る
。
そ
の
中
で

も
、
最
も
崇

高
な
志
と

し
て
、
陽

気
ぐ

ら
し
世
界

を
建
設
し

、
真
の
平
和

世
界
を

目
指
し
て

い
く
こ

と
を
掲

げ
、
使
命
感

を
高
揚

さ
せ

て

い
る
。

こ
の
「

宗
教
性
」

か
ら
発
展
し

て

い
く

考
え

方
と
し

て
。

「
国
際
性

」
と

い
う

、
も
う
一

つ
の
柱

が
あ
る
。
そ

れ
は
、

世
界
中

の
人

間
は
「
一

れ
つ
き

ょ
う
だ

い
」

で
あ
る
と

い
う

考
え
方

の
も
と
に

、
異

文
化
、
他

宗
教
に
対

す
る
知

識
を
も

ち
、
自
分

と
の
違

い
を
理
解
し

、
尊
重
す

る
こ
と

が
で

き
る

価
値
観
と
許
容
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、

そ
の
よ
う
な
土
台
の
上
に
、
自
ら
を
発
揮
し
て
い
く
あ
り
方
、

つ
ま
り
他
国
・
異
文
化
の
世
界
に
自
ら
を
ぶ
つ
け
て
い
く
、

働
き
か
け
て
い
く
と
い
う
能
動
性
が
重
要
で
あ
る
。
本
学
創

設
以
来
、
自
己
の
足
元
（
ロ
ー
カ
ル
）
に
基
軸
を
置
き
な
が

ら
も
、
世
界
的
視
野
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
を
磨
い
て
い
く

〝
グ

ロ
ー
カ
ル〟

と
い
う
観
点
で
人
材
育
成
を
進
め
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
柱
の
実
践
と
し
て
、「
貢
献
性
」

と
い
う
柱
を
据
え
、
人
だ
す
け
、
他
者
へ
の
献
身
を
推
奨
し

て
い
る
。
一
九
二
五
年
の
本
学
開
校
直
後
に
発
生
し
た
北
但

大
地
震
に
際
し
て
、
授
業
を
休
講
し
て
本
学
第
一
期
生
が
被

災
地
に
駆
け
つ
け
、
支
援
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、

そ
の
後
も
大
学
史
の
各
所
に
貢
献
活
動
の
歴
史
を
刻
ん
で
い

る
。
ま
さ
に
近
年
盛
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
さ
き
が
け

で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
貢
献
性
の
発

露
と
し
て
、
募
金
活
動
や
被
災
地
支
援
活
動
を
教
職
員
と
学

生
が
一
体
と
な
り
、
本
学
の
海
外
分
校
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

パ
リ
）
か
ら
の
参
加
者
と
も
協
力
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
西
部
大
地
震
被
災
地
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ニ

ア
ス
島
の
地
震
・
津
波
被
災
地
ほ
か
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

各
地
を
訪
れ
、
支
援
活
動
や
道
徳
教
育
活
動
に
取
り
組
む

「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
異
文
化
理
解
と
国
際
的
視



野
を
身
に
つ
け
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
目
指
す
た
め
の
ド
イ

ツ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交
流
実
習
」
、

そ
の
他
、
世
界
各
地
で
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

科
目
も
、
年
々
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
授
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し

て
の
人
間
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
で

は
柔
道
、
剣
道
、
合
気
道
、
空
手
、
弓
道
な
ど
の
武
道
を
は

じ
め
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
卓
球
、

陸
上
競
技
、
体
操
、
創
作
ダ
ン
ス
、
テ
ニ
ス
、
馬
術
な
ど
、

天
理
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
こ
の
三
つ
の
柱
「
宗
教
性
」

「
国
際
性
」
「
貢
献
性
」
を
ベ
ー
ス
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
学
生
自
治
会
や
文
科
系
・
宗
教
系
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
あ
る
。

五

ま
と
め

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
根

を
張
り
、
文
明
社
会
の
弊
害
と
し
て
将
来
に
抱
え
る
課
題
が

山
積
す
る
中
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
明
る
く
陽
気
な
真
の
平

和
世
界
を
築
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
心
を
大
事
に
す
る

教
育
が
一
層
重
要
に
な
る
と
痛
感
し
て
い
る
。
こ
と
に
、
自

分
自
身
と
い
う
も
の
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、「
拠
り
所
」

が
必
要
で
あ
る
。

善
悪
が
混
濁
し
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
欲
望
が
シ
ャ

ワ
ー
の
ご
と
く
降
り
注
ぐ
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
自
分
の
主

体
を
も
た
な
い
人
間
が
世
の
中
を
正
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

は
至
難
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
す
さ
ま
じ
い
発
展
の
成
果
と

は
裏
腹
に
、
現
在
の
人
類
が
直
面
し
て
い
る
地
球
規
模
の
問

題
、
ま
た
人
間
個
々
の
関
係
不
全
に
よ
る
社
会
問
題
な
ど
、

そ
の
も
と
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
自
分
中
心
の
、
ま
た
は

自
分
の
家
族
、
自
分
の
国
、
自
分
の
民
族
の
幸
せ
の
み
を
追

い
求
め
て
き
た
人
間
の
心
の
あ
り
方
に
た
ど
り
着
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
昨
今
の
日
本
に
お
け
る
社
会
の
ひ
ず
み
も
、

拠
り
所
を
失
っ
た
人
間
個
々
の
心
づ
か
い
が
投
影
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
自
分
の
心
の
あ
り
方
、

生
き
方
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
学
に
お
い
て
は
、
建
学
以
来
の
三
つ
の
柱
を
拠
り
所
に

し
た
心
の
教
育
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
志
を
も
ち
、

使
命
感
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
が

本
学
の
教
育
に
お
い
て
学
生
た
ち
に
与
え
る
最
も
大
切
な
付

加
価
値
で
あ
る
。
専
門
知
識
、
技
術
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

己
と
は
何
か
を
つ
か
み
、
他
者
に
心
を
致
す
こ
と
の
で
き
る

人
材
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
る
大
学

教
育
の
真
価
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。




